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バーコード／二次元コードプリンタの種類

�　ドラムインパクト式

バーコードプリンタの原点とも言うべきこの方式は、
タイプライタと同じような原理になっている。ドラムの
周囲にバーコードを刻印し、ドラムを回転させながらバ
ーコードを選択、印字はドラムでリボンを叩いて行う。
この方式は刻印の精度が高ければ、高い精度の印字

が可能であるが、バーコードの印字密度や高さが固定
になってしまうこと、機械のメンテナンスが多いこと
などから、バーコードプリンタとしては殆ど見ること
はなくなった。
�　ワイヤドットインパクト式

ワイヤドット式プリンタは、一般のOAプリンタで使
用されているインパクトプリンタのことで、ドットで
バーコードや文字を表現する方式。ニードルを縦に並
べたヘッドが左右に移動し、そのニードルがインクリ
ボンを叩いて印字するシリアル式と、複数のヘッドで
印字するシャトル式がある。
バーコードの印字密度や高さを自由に設定できる上、

文字や図形と併用した印字もできるため、ドラムインパ
クト式に比べて自由度は高いが、印字品質・高密度印字
などに若干問題がある。近年は高密度・高品質のバーコー
ド印字がかなり容易になっており、リボンの交換管理をしっ
かり行うことで印字品質も保つことができる。
大きな特長はランニングコストが低い、複写紙への

印字が可能など。複写伝票などフォーム紙への印字に
は欠かせないプリンタである。
�　感熱式（ダイレクトサーマル、熱発色式）

ノンインパクト式プリンタとして最初に実用化され
たのが、ファクシミリの技術を使った感熱式である。
感熱紙の熱的な変化を用いて発色させる本方式は、サ
ーマルヘッドという１列に並んだ発熱体と感熱紙を接

触させ、感熱紙を移動させる。印字したい部分の発熱
体に電流を流し、そこを発熱させることで印字させる
方式である。精度の良いバーコードが簡単に印字でき
るため、バーコードプリンタには非常に適している。
文字や図も同時に印字ができる上、リボンが無いため
コンパクトに設計でき、メンテナンスも容易、またラ
ンニングコストが安いという特長もある。
感熱紙は熱や紫外線に弱く、長期間あるいは過酷な

環境での使用は困難なため、仕用用途が限定されてし
まうという問題があるが、現在は感熱紙の技術が進歩
し、ある程度の高温や屋外での使用にも耐えられるよ
うになってきている。
感熱プリンタは、前述の特長から大量に使用する分野、
特に食品分野で主流になっている。
�　熱転写式

原理は感熱式と同様に、印字する部分に電流を流す
仕組みであるが、熱転写リボンを介して、熱溶解イン
クをラベルに転写する方式となる。熱転写リボンとは、
ベースフィルムの上にインクが乗っているリボンのこ
とで、熱を加えた部分のインクが溶けて、接している
紙に容易に転写できる。
熱転写式は、感熱式と同様に高い印字品質を持つ上、

紙ばかりではなくポリエステルや塩化ビニール、アル
ミ箔等、様々な材料に印字できる特性を持っている。
感熱式の弱点であった耐熱性については、溶解温度の
高いリボンを使用することにより、数百度まで可能と
なった。紫外線に対しても強いが、メディアによって
はより耐久性を持たせることができる。またリボンを
介して印字するのでヘッドに対する負荷や熱ストレス
が非常に少なく、ヘッド寿命も長い。
欠点としては、リボンが使い捨てになりランニング

コストが高くなる、リボンと紙の交換が必要で運用が
面倒、リボンと紙の相性があるなどが挙げられる。し
かし、最近の熱転写プリンタにはリボンを節約する工
夫がなされ、文字のないところは紙だけを送る機能や、
リボンと紙を滑らせながらリボンの送り速度を遅くす
る機能、何度か繰り返し使用できるリボンが使用可能
といったものがある。
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プリンタにおけるドット密度と印字密度

ノンインパクトプリンタでは、プリンタのドット密
度によってバーコードの印字密度が異なる。感熱式や
熱転写式では一般的にドット密度を１mmあたりのドッ
ト数（DPM）で表現し、レーザプリンタやインクジェ
ットプリンタでは１インチあたりのドット数（DPI）で
表現する。
バーコードを印刷する場合、細バーあるいは１モジ

ュールを何ドットで印字するかによって、バーコード
の印字密度が変わってくる。そしてプリンタドットが
より小さいほど、バーを印字するプリンタドット数が
より少ないほど、その印字密度は高くなるが、印字密
度を高くし過ぎるとリーダの分解能を超えてしまうの
で、おのずと限界が生じてくる。容易に読取りが可能
なバー幅の最小値を示すと第1表のようになる。

バーコード用インクリボン

バーコードラベルを中間製品の生産管理や輸送管理
に使用するためには、現場発行型の熱転写リボンが現
在では最適といえる。そのためインクリボンに求めら
れる性能は次のようなものがある。
●簡単に速く印字できる［高速化］
●特殊な環境に耐える［耐擦傷性・耐溶剤性・耐水
性・耐熱性など］
●狭いスペースに高い信頼性で、多くの情報を［高信
頼性・高精細性］
� ワックス系と樹脂系

インクリボンは、そのバインダ材料から大きく分類
するとワックス系と樹脂系に分けられる。熱転写方式
の特性で、これまでインク材料には熱応答性の良いワ
ックスが選択されてきた。一般にはワックス系インク
リボンと呼ばれ、ワープロやプリンタ用のインクリボ
ンとして広く使用されている。

熱転写式は、転写画像の安定性や耐熱性に優れるた
め、保存性が必要なFA用途、クリーニング用途などに
適している。
�　電子写真式（静電気式）

電子写真式プリンタは、複写機の原理で、高速・高
密度・高品質印字が可能であり、OAプリンタとしての
普及に伴って価格が大幅に低下してきたことから、バ
ーコードプリンタとしても注目されている。
原理は、まず感光ドラムに光を当てて静電気の印字

イメージを描き、そこにトナーを付着させて、用紙に
転写、熱定着させるものである。光源の違いからレー
ザ式、LED式、液晶式に分類することができるが、最
も普及しているのはレーザ式である。
特長は、ドット数が十数ミクロンと極めて小さいた

め高品質・高密度の印字が可能で、印字の濃さが一定
していることである。一方問題点として、印字面の黒
い部分に比例してトナーのランニングコストが高くな
ること、感光ドラムが汚れやすくメンテナンスが必要
なこと、印字経路が長く最初に感光ドラムの初期化が
必要なため、印字開始時に紙の無駄が生じること、消
費電力が比較的大きいことなどがある。
低価格のものは少量の伝票やラベル、ドキュメント

の発行によく使用され、連続紙が使用できる大型のも
のは大量の伝票やラベルの発行に適している。
�　インクジェット式

インクジェット式には段ボールや製品に直接印字す
るFA用と、紙に印字するOA用がある。FA用インクジ
ェットプリンタは、高価でメンテナンスが必要なため、
ごく限られた場所で使用されている。一方OA用のイン
クジェットプリンタは、高価でメンテナンスが大変で
あったことから、今まで余り普及しなかったが、バブ
ルジェット方式が登場してからは、逆に低価格で高品
質の印字ができ、しかもカラー印字も容易であること
から、非常に注目を集めている。
インクジェット式の原理は、電荷を加えたインクの粒
をノズルから放出、それに磁界を加えて加速、偏向さ
せて直接印字するものである。ノズルの大きさにより
低密度の印字や高密度の印字が可能である。産業用は、
ドットが数百ミクロンと大きく、OA用は、数十ミクロ
ンと高密度なのが一般的である。
インクジェット方式の特長は、インクを直接印字で

きるため、ランニングコストが非常に安いこと、紙だ
けでなくプラスチック、金属、ガラス等に直接印字で
きることなどがある。一方、問題点としては、ノズル
のメンテナンスが必要なことが挙げられる。
（インクジェットプリンタについては近日中に特集を企
画いたします）
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最近になって、普通紙や中性紙にも鮮明な印字がで
き、耐擦傷性にも優れたインクリボンを望む声が強く
なっており、擦れに弱いワックス材料の比率を減らし、
樹脂成分(分子量の大きいもの)の比率を増やしていく傾
向にある。一般に樹脂比率が高いものを樹脂系インク
リボンと呼ぶが、成分比率がいくつ以上のものを指す
かは明確ではない。一般に樹脂系インクは、ワックス

２～４割、樹脂６～８割のものが多いといわれている。
ワックス系はわずかな温度変化で液－固体の相変化

を起こすのが特長で、溶融後の粘度が低い。一方樹脂
系は溶融後も粘度が急激に低下しないことが特長で、
印字面の擦れや熱に強い。また着色材料（例カーボン
ブラック）を分散しやすい樹脂が多く使えることや、
溶媒での粘度調節が容易なため、ソルベントコーティ
ング法によって薄塗布で高濃度が達成できるという利
点もある。
最近では、熱応答性の良いワックスと耐環境性に優

れる樹脂、それぞれの特長をうまく活かし、多層構造
にするなどメーカー各社が技術力を競い合ってユーザ
ーの要求に応えている。
� 様々な品質要求

［耐擦傷性］：運送中のラベルの擦れで読取れない、と
いった物流関係を中心に要求が強い。
［耐熱性］：アパレル関係のスチームアイロンや半導体
関係でのハンダ溶接などでの要求が強い。
［耐候性］：屋外での使用では耐候性の向上も望まれる。
ウェザメーターなどでの加速試験によれば、赤系のも
の以外は問題ない。
［カラー］：バーコードを表現する情報に加え、視覚に
よる識別への要求も出ており、製品仕分などで威力を
発揮する。
［低コスト］：耐擦傷性の高い樹脂系リボンはラベルと
共に高価な印象が強いが、ランニングコストを下げる
ため、何度でも使用できるマルチパスリボンが開発さ
れている。コストは通常の２～３倍でプリンタ側にも

仕組みが必要であるが、約10回の再使用が可能。環境
への配慮という点でも注目される。
［その他］無発塵性、無菌性、セキュリティ性など。

リボン製造・販売会社の概要や問い合わせ先など
は、巻末の『ベンダーズリスト』を参照下さい

バーコードラベル

バーコードラベルは基材、粘着材、剥離紙（セパレ
ータ）の３層で構成されている。基材の表面は、傷や
薬品、紫外線などへの耐久性を高めるためトップコー
ティングすることがあり、裏面は粘着材との結合力を
高めるためにアンカーコーティングすることもある。
剥離紙（セパレータ）は、ラベルを重ねた時に基材と
粘着材がつかないよう分離するために使用するもので、
表面にアンダーコートする場合がある。
バーコードラベルは使用される場所、環境、期間、

利用方法などに応じて最適な基材、粘着材、剥離紙を
選択しなければならない。例えば環境として、使用場
所は屋外なのか、温度はどうか、薬品や水に対しては
どうか、傷つきやすいか、クリーンルームでの使用が
あるか、期間は数ヶ月、数年使用するのか、利用方法
としては何に貼るのか、再剥離が必要かなど。
� 普通紙・中性紙・上質紙

普通紙は再生紙を混ぜているので安価で、オフィス
用紙として広く利用されているが、表面が粗いのでバ
ーコードラベルとして使用されることは少ない。中性
紙はパルプの原木を70％以上使用、上質紙は100％使用
した印刷用紙で、表面が細かく、バーコードラベルと
してよく利用されている。
�　コート紙・アート紙・キャストコート紙

コート紙は中・上質紙をベースに顔料をコーティン
グして表面を滑らかにし、光沢を持たせた印刷用紙で
ある。上質紙よりも精度の高いバーコードを印刷する
ことができる。アート紙はコーティングの厚さをコー
ト紙の２倍にして表面をさらに滑らかにしたもの。キ
ャストコート紙はコーティングの厚さをアート紙と同
等かそれ以上にしているもので、鏡面仕上げしたもの
である。表面がなめらかであればあるほど、品質の高
いバーコードが印刷できる。
�　合成紙

合成紙はポリエチレンやポリプロピレン、ポリスチレ
ン、ポリエステルなどの充填材を加え、紙のような繊維
状に加工、表面に印刷適正の良いコート層を設けて印刷
しやすくしたものである。印刷には適しているが、プリン
タでの印字には必ずしも適さないものもある。
合成紙は材料がプラスチックであるため耐水性や耐候性

 ワックス系 樹脂系�
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印字濃度 ○ ○�

耐擦傷性 × ○�

耐熱性 × ○�

耐水性 ○ ○�

耐油性 ○ ○�

耐候性 ○ ○�
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に優れ、クリーンルーム紙としても使用されている。
� フィルム

ポリエステルや塩化ビニルなどがバーコードラベルに
よく使用される。ポリエステルフィルムは強度、耐熱性、
耐薬品性、寸法安定性に優れており、塩化ビニルのフィ
ルムはポリエステルに比べ安価ではあるが、他のフィル
ムに比べて耐熱性が低い。無可塑塩化ビニルは耐候性に
優れ、屋外で２～５年使用することも可能。
� その他の資材

ステンレスやアルミニウムなどの金属板、アクリル
や塩化ビニルなどの樹脂板、セラミック板がバーコー
ドプレートとして使用されている。金属板やセラミッ
ク板は優れた耐熱性を誇る。

� 粘着材

粘着材は基材の材質や貼る相手の材質、表面の粗さ、使
用温度、耐水性、耐薬品性などによって変わり、粘着力につ
いても強粘着や弱粘着大手ラベル原紙メーカーの製品資料
を示す。
� 剥離紙

剥離紙はクラフト紙とグラシン紙がよく使用される。
クラフト紙はクッション性があって、ハーフカット適
正に優れており、グラシン紙は紙力が強く、平滑性に
優れているためプリンタのみならず、オートラベラに
も適している。
ラベル製造・販売会社の概要や問い合わせ先など

は、巻末の『ベンダーズリスト』を参照下さい

上質紙標準用 乳　白 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ ○ ◎ ◎�
フィルム標準用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ ○  ◎�
上質紙再剥離用 薄グリーン ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ △  ◎�
フィルム再剥離用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ △  ◎�
粗面用 茶 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ○ ◎  �
超粗面用 茶 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎  �
強粘用 透　明 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ◎  ◎�
強力粘着用 透　明 △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △  ◎�
超耐熱用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎  ◎�
耐可塑剤用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎  ◎�
曲面用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎  ◎�
PP・PE用 黄 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ △ ○  �
繊維用 薄ブルー ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ △ ○ ◎ �
冷食用 透　明 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ ○  ◎�
耐水用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ △ ○  ◎�
水溶性 乳　白 ○ ○ ◎ ◎ ◎ △ △ △ △  �
訂正貼用 グレー ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ ○  ◎�
オーバーラミネート用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ ○  ◎�
評価基準     ◎優　　○良　　△要注意　　　　　　　　　　　　　　◎印　検査済合格　　他は未検査�

呼　　称� 糊の色� 無極性�
PP・PE

中極性�
ABS

強極性�
PVC

金属・ステン�
レス・アルミ�

ガラス�
陶器� 軟質塩ビ� 油面� 加硫ゴム� ホルムア�

ルデヒド�粗面� 食品衛生�

第３表　各種非着体に対する適正早見表�

呼　　称 糊の色 粘着力 粘着性 保持力 耐候性 耐熱性 耐水性 耐薬品 耐溶剤 耐性 耐久性 抜加工 耐曲面 低温作業�
上質紙標準用 乳　白 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○�
フィルム標準用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○�
上質紙再剥離用 薄グリーン △ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○�
フィルム再剥離用 透　明 △ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○�
粗面用 茶 ◎ ◎ ○ ○ △ ○ △ △ ◎ ○ ○ ◎ ○�
超粗面用 茶 ◎ ◎ △ ○ △ ○ △ △ ◎ ○ △ △ ○�
強粘用 透　明 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○�
強力粘着用 透　明 ◎ △ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △�
超耐熱用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○�
耐可塑剤用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○�
曲面用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○�
PP・PE用 黄 ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ ◎ ○ ◎ ○ ○�
繊維用 薄ブルー ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○�
冷食用 透　明 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎�
耐水用 透　明 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○�
水溶性 乳　白 ○ △ △ △ ○ △ △ ○ ◎ △ ◎ ○ △�
訂正貼用 グレー ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○�
オーバーラミネート用 透　明 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○ ○�

第４表　各種粘着剤の性能早見表�

  酸アルカリ ガソリン  屋内   貼り作業�

 優 優 優  -30℃  10年 優 優 -10℃以下�

 良 良 良 0℃ 5年 良 良 0℃�

 不可 不可 不可  2年 要注意 要注意 50℃以上�

評価基準�

条　件�
�

◎　印�
�

○　印�
�

△　印�

対ステン�
レス�
1.5kg/�
2cm以上�
1～1.5kg�
/2cm
0.5～1kg�
/2cm

ポール�
タック�

No.8以上�

1000～�
3000秒�

3以下�
500～�
1000秒�

40℃�

N.C

屋外�

5年�

2年�

不可�

200℃�
以上�

150℃�

100℃�
以下�

4～7


